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２）日本の株式・債券市場

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
※現地通貨ベース ＊ ▲はマイナスを表します。

１）先週の市場動向
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（円） （ポイント）データ期間：2021年3月5日～2021年6月4日（日次）

≪ 株式≫
日本株式市場（日経平均株価）は、前週末比で小幅に下落となりました。
週末（4日）に5月の米雇用統計の結果を控え、様子見ムードが高まる中、前
週末に600円以上大きく上昇した反動から、週前半は、日経平均への寄与度
が大きい値がさ株を中心に売りが優勢となりました。その後、国内で新型コ
ロナワクチン接種が進むとの期待からやや値を戻す場面もあったものの、週
末は米長期金利の上昇により米国株式市場でハイテク株などを中心に下落し
た流れを受け、国内株式も下落しました。



≪ 株式 ≫
米国株式市場（NYダウ）は、前週末比で小幅に上昇となりました。
週末に雇用統計の発表を控え様子見ムードが強く、上値の重い展開となり
ました。4日（金）に公表された5月の雇用統計は、前月から大幅に改善し
たものの市場予想を下回ったことから金融緩和の早期縮小懸念が後退し、週
末のＮＹダウの終値は史上最高値（34,777.76米ドル）に迫りました。

４）外国為替市場≪債券≫
日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比で横ばいとなりました。
米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）高官によるインフレは一時的であると発言
を受け、ＦＲＢが量的金融緩和の縮小を急がないという見方が改めて認識され、
米長期金利の上昇が一服しつつあることなどから、国内金利も週を通じて小動
きとなりました。

5）今週の見通しについて

米ドル/円相場は、前週末比で横ばいとなりました。
週前半は、国内輸出企業などの実需勢による円買い米ドル売りが活発となり、
円高米ドル安が進行しました。その後、米長期金利が上昇する局面では日米金
利差を意識した円売り米ドル買いが優勢となったものの、米長期金利上昇がや
や一服すると、週末にかけて、円買い米ドル売りが優勢となりました。
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３）米国の株式市場
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出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
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先週の国内株式市場は、米経済指標を見極めようと様子見ムードが高まり、
週末まで小動きとなりました。米国株式市場は、週末の雇用統計の結果を受け、
金融緩和の早期縮小懸念が後退し、史上最高値に迫りました。
５月の米雇用統計は、非農業部門雇用者数が前月比55万9,000人増と、市場
予想には届かなかったものの前月から倍増し、米景気が順調に回復しているこ
とが確認されました。一方、急速な景気回復に働き手が追いつかず、サービス
業を中心に労働力不足が深刻になりつつあるようです。国内では、今月下旬よ
り職場や大学でのワクチンの接種が可能となるよう準備が進められており、
64歳以下への接種が進むことが期待されます。
今週は、10日（木）に公表される5月の米消費者物価指数（ＣＰＩ）が注目
されます。ＩＳＭ製造業・非製造業景況感指数など、先週相次いで公表された
米経済指標は総じて好調な結果となり、コロナ禍からの米景気回復の力強さが
確認された一方、景気回復にともなうインフレ懸念がくすぶります。米ＣＰＩ
が市場予想を上回る大幅な伸びとなれば、長期金利の上昇圧力となり、株式市
場はハイテク株を中心に大きく下落する可能性もありそうです。
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商 号 等：ニッセイアセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者
関東財務局長（金商）第369号
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